
- 1 -

令和３年神審第３４号 

裁    決 

モーターボートＡ防波堤衝突事件 

 

受  審  人  ａ 

職  名 Ａ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について，当海難審判所は，理事官中末陽介及び同官大野浩出席

のうえ審理し，次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を２箇月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和２年１２月２６日１８時０３分 

 阪神港神戸第６区 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 モーターボートＡ 

  総 ト ン 数 １１トン 

登 録 長 １０.５７メートル 

機関の種類 ディーゼル機関 

     出 力 ４８６キロワット 
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 ３ 事実の経過 

  Ａは，船体中央から船尾寄りにキャビン，その上方にフライングブ

リッジを配置し，キャビン前部右舷側にコックピットを設けた２機２

軸を有する最大搭載人員船員１人及び旅客１１人のＦＲＰ製プレジャ

ーモーターボートで，コックピット前部右舷側に舵輪，その前方にＧ

ＰＳプロッター及び魚群探知機の各機能が統合されたレーダー（以下

「ＧＰＳレーダー」という。）並びに右舷側壁際に機関遠隔操縦装置

がそれぞれ装備され，ａ受審人が１人で乗り組み，知人２人を同乗さ

せ，釣りの目的で船首０.７メートル船尾１.０メートルの喫水をもっ

て，令和２年１２月２６日０５時３０分阪神港尼崎西宮芦屋区所在の

マリーナを発し，明石海峡東部の釣り場に向かった。 

  ところで，阪神港尼崎西宮 屋区の西方に隣接する同港神戸第３区

と同第６区の境界には，ほぼ東西方向に延びる長さ２.２海里の第７

防波堤が築造され，同防波堤に照明はなく，同防波堤東端には，灯質

が毎３秒に１閃光の単閃緑光，光達距離７海里，灯高２０メートルの

神戸第７防波堤東灯台（以下「第７防波堤東灯台」という。）が設置

されていた。 

  ａ受審人は，０７時３０分釣り場に着き，移動を繰り返しながら釣

りを行った後，１７時１０分帰途に就くこととして釣り場を発進し，

ＧＰＳプロッター画面を縮小表示として作動させ，コックピットに腰

を下ろして操船に当たり，阪神港神戸第６区に至って神戸沖埋立処分

場南方沖合を東行し，１７時５９分僅か前第７防波堤東灯台から  

１７４.５度（真方位，以下同じ。）１.７６海里の地点で，針路を  

３５３度に定め，機関を回転数毎分３,０００にかけ，２６.０ノット

の速力（対地速力，以下同じ。）で進行した。 

  ａ受審人は，１８時０１分第７防波堤東灯台から１７６度    
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１,６１０メートルの地点に達したとき，第７防波堤が正船首   

１,６００メートルのところとなり，その後同防波堤に向首したまま

接近する状況であったが，東神戸大橋橋梁灯の灯光に気をとられ，Ｇ

ＰＳプロッター画面を拡大表示にして第７防波堤との位置関係を把握

するなど，船位の確認を十分に行わなかったので，このことに気付か

なかった。 

  こうして，ａ受審人は，第７防波堤に向首したまま続航し，１８時

０３分第７防波堤東灯台から２６１度９０メートルの地点において，

Ａは，原針路及び原速力のまま，その船首が同防波堤の南面に衝突し

た。 

  当時，天候は晴れで風力２の北西風が吹き，潮候はほぼ高潮時であ

った。 

  衝突の結果，Ａは船首部に圧壊等，第７防波堤は南面に修理を要し

ない擦過傷をそれぞれ生じた。また，ａ受審人が右肋骨骨折等並びに

同乗者２人が顔面骨骨折等及び左鎖骨骨折等をそれぞれ負った。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件防波堤衝突は，阪神港神戸第６区において，同港尼崎西宮芦屋区

に向けて帰途に就く際，船位の確認が不十分で，第７防波堤に向首進行

したことによって発生したものである。 

 ａ受審人は，阪神港神戸第６区において，同港尼崎西宮芦屋区に向け

て帰途に就く場合，第７防波堤に向首進行することのないよう，ＧＰＳ

プロッター画面を拡大表示にして第７防波堤との位置関係を把握するな

ど，船位の確認を十分に行うべき注意義務があった。しかし，同人は，

東神戸大橋橋梁灯の灯光に気をとられ，船位の確認を十分に行わなかっ

た職務上の過失により，第７防波堤に向首進行して衝突を招き，船体及
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び同防波堤にそれぞれ損傷を生じさせ，同乗者２人を負傷させ，自身も

負傷するに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては，海難審判法第３条の規定により，

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を２箇

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和４年３月８日 

     神戸地方海難審判所 

          審 判 官  鈴  木     勲 


